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北国の高齢者と通信販売
I はじめに
私たち，消費生活アドバイザーのオンライングループ，
「VIVACE（ビパーチェ）」では，昨年より，高齢者と
通信販売というテーマで研究を行っている。第一弾のリ
ポート「家具編」に続き， 2月には，対象を衣類とした
冊子「ちょ っと良さそう 1高齢者向き衣料セレクト－
from通販カタログ」を発行した。
本稿では，その中から北の暮らしに関わりの深い「保
温下着」「あったか小物」を取り上げ紹介するとともに，
北の暮らしと高齢者，通信販売について考えてみたい。
1. VIVACEとは
パソコン通信 「＠nifty」上で，電子会議室を聞き，
意見や情報交換を行うことで，様々なテーマについての
研究や提言，仕事等もこなしているグループ。メンバー
は消費生活アドバイザーの資格を持ち，北は札幌から南
は鹿児島まで全国におり， フリーの立場で活動している。
1998年5月発足。2000年3月末現在，会員数13名。
モノ・サービスの作り手と売り手・使い手が，それぞ
れ本当の意味での豊かな生活が送れるよう，そのパイプ
役になりたいというのが， VIVACEの趣旨である。
2.「ちょっと良さそう！高齢者向き衣料セレクト－
from 通販カタロク‘」
一般向け通販カタログの中から，高齢者にも良さそう
と思われる商品をピックアップして紹介するリポートの
第2弾。要介護者ではなく，比較的元気な高齢者を対象
にしている。衣類の10アイテム（ショ ツー，ブラジャー，
パジャマ，上着など）を取り上げた。まず， 高齢者の身
体的特徴を，様々な資料や発行物を参考にしながら私た
ちなりにまとめ，それに基づいて，各アイテムの商品を
カタログからピックアップする際の視点を決めた。そし
て，それぞれの商品について，いいと思うところ，惜し
いと思うところをあげ，試買体験も踏まえながら，「こ
んな商品，こんな工夫があったら」いいという形で提言
した。
井野田正子 （VIVACE)
I 高齢者と通信販売
1 .高齢者市場の現状
高齢社会は，すでに現実のものである。
北海道においても，総人口のうち65歳以上の占める割
合は， 平成11年3月末現在約17%で，100万人に迫る勢
いである1）。高齢者の割合は今後ますます増えていくと
思われるが，マーケットの現状は果たしてそれに追いつ
いていっているだろうか。
高齢者向け商品ときくと，どうしても介護用品を思い
浮かべがちである。そして，介護用品に限れば，数は少
ないながら専門店もできており，札幌のタウンページに
も 「介護・福祉用品」「介護用品」という索引で載って
いるほどである。
しかし，65歳以上の方のうち，日常生活に支障がある
方の割合は約20%にとどま り，残りの80%は，比較的元
気な高齢者なのである2）。 もちろん，若い時と同じとい
うわけにはいかないであろうが， ほんの少しの不自由さ
をカバーしてくれる商品があれば，と願っている高齢者
は多いのではないだろうか。ところが，こうしたニーズ
に答えるだけのマーケットは確立していないように見受
けられる。
総務庁の「高齢者の日常生活に関する意識調査」によ
ると，衣類全般に関しては， 9割の高齢者が 「満足」と
しているものの，具体的な意見を聞くと「値段が高い」「体
型に合うものが少ない」など衣料品そのものに対する不
満に続いて，「衣料品を売る店が近くにない」「好みの衣
料品が近くの店では買えない」なと守があがっている。さ
らに，健康な人ほどおしゃれへの関心度も高いという結
果が出ていて， おしゃれはしたいのだが，なかなかこれ
と思う商品が手に入らないでいるという方も多いようで
ある。おしゃれへの関心度は，高齢者の中でも若年齢層
で高い傾向がある。 これからますますおしゃれに関心の
ある高齢者は増えていくであろう。
2.通信販売の特徴
通信販売は，全国どこにいても同ーの商品やそれに関
する情報が手に入り，いつでも好きな時間に，家から電
話やFA Xで注文ができることから，行動半径が狭まり
?
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がちな高齢者や， 一人暮らしで同居者に買い物を頼むこ
とのできない高齢者には，ひ。ったりの購入手段である。
寒いのと，足元がすべりやすいということで，冬の外出
がおっくうになりがちな北国の高齢者にとっては，なお
さらである。
都道府県別の高齢化率を見る限りでは，全国が65歳以
上構成比16.2%に対し，北海道は16.8%(1998年10月） 3) 
と，北海道が特に高いということはない。が，町村に限っ
てみてみると，都市部に比べて，高齢者の割合が高い。
1999年3月のデータによると， 65歳以上の割合は北海道
全体で17%であるのに対し，町村部では21%を超えてい
る4）。 衣料を豊富に扱っているような店舗が自宅近くに
ない高齢者が，多いのではないか。
実際に衣料に関する支出を見てみると，表1のように，
全支出のうち通信販売による購入の割合が高いのは，町
村部においてである。高齢者が自ら通信販売を利用する
ことはまだ少ないが，今後，通信販売に慣れ親しんだ世
代が高齢化していくと，通信販売における高齢者市場も
拡大していくであろう。
表1 都市と町村に住む人の通信販売の利用率
婦人用
婦人用
婦人用
洋服
シャツ・
下着類
セー ター 類
小売店他
ノゴ＼ニ 国 全購入先 100% 100% 100% 
通信販売 4.80% 4.65% 11. 76% 
小売店他
全 都市 全購入先 100% 100% 100% 
通信販売 4.54% 4.19% 11.44% 
小売店他
回I キナ 全購入先 100% 100% 100% 
通信販売 5.95% 6.54% 12.85% 
* 1世帯あたりの 1ヶ月間の支出のうち、通信販売への
支出の割合
総務庁平成6年 「全国消費実態調査報告」第2巻品
目編より作成
また，通信販売には他の効用もある。今回私たちが調
べた 「カタログ通信販売」は，眺めていても楽しいもの
であるから，家族団らんの時間に高齢者を囲みながらカ
タログを眺め，この商品はいい，この商品はこうであれ
ば注文するのにーなどと話し合う事で，自然と高齢者の
不便に気づき，ユニバーサルデザインの考え方に触れる
こともできる。
反面， 実際に商品を見て購入する事ができないため，
「送られてきたものがカタログで見たイメージと違った」
「質が悪かった」などのトラブルも少なくない。通信販
売を利用しない人がその理由にあげるのも，カタログだ
けで選ぶとイメージと違う商品を送られてくるのではな
いかという不安感である。
I 冊子の内容について
1 .高齢者の身体的特徴
衣類の10アイテムの商品を選び出す前に，加齢に伴い
どのような身体の変化があるのか，どんな点が不自由に
なるのか，私たちなりにまとめてみた。このような変化
や不自由が衣類に対するニーズにつながるからである。
0 肌が乾燥し，敏感になる （老人性皮膚乾燥症）
毛のセーターなどが直接肌にあたると，肌が擦れて，
赤くなったりかゆくなったりする。
0 身長や手足が縮む
股下，袖丈が長すぎ，引っ掛けたりして危ない。
0 首の傾斜が大きくなり，背中が丸くなる
シャツやブラウスの背丈が足りない。背中が出てしま
い，保温効果が落ちる。
0 腰が曲がる
0 胴のくびれが少なくなる
パジャマやズボンの胴回りが窮屈になる。
0 上半身に比べ下半身が太る 「洋なし型」の体型にな
る
0 筋肉が衰え，全体的に肉付きが下がっていく
重たい衣服がつらい。デザインで体型をカバーしたい。
0 関節が固くなり，曲がりにくくなる
0 指先が利かなくなる
小さなボタンや複雑な止め具は難しい。
0 手が背中に回らない
後ろファスナーは上げ下ろしがしにくい。
0 腰痛などでコルセットを使う ・むくむ
身幅全体が大きくなり，身長で選ぶと，合う既製服が
ない。クイーンサイズなどを売っている店舗が少ない。
0 体温調節がしにくくなる
簡単に着脱のできる衣類や小物が望ましい。
0 感覚が鈍って温度変化を感じにくくなる
通気性・吸湿性・透湿性・保温性に欠ける衣類は不適
当。
しかし，このような特徴は，すべてが誰にでも当ては
まるわけではない。自分にひ。ったりの商品を選ぶには，
どのようなポイントを押さえればいいのか，それは自分
自身で考えていかなければならない。
VIVACEとしては，お奨めの商品を提示するのでは
? ?。?
いうわけにはいかない。もう少し襟ぐりの始末や色がT
シャツに近ければ，見せる下着として着用できるのだが。
保温下着には，肝心の保温性を客観的に表わすレベル
表示があれば良かった。さらに，アウター感覚のおしゃ
れな物があれば， V字セーターの下やカーデイガンの中
に，色を楽しみながら着られるであろう。高齢者のおしゃ
れ心をくすぐるような下着の登場を望みたい。
2）あったか小物
高齢者にとって外気温の変化は身体にこたえるもの。
しかし寒いからといって，たくさん着込んで、着膨れてし
まうと，今度は身体の自由が利かなくて危険である。身
につける事で保温効果がアップする小物をピックアップ
した。着目点は次の通り。
0 保温力
洋服1枚程度の保温力が期待できるもの。
0 着脱しやすさ
寒いと思ったり，屋内から外に出た時，さっと着用で
きること。重さやコンパクトさなどもポイント。逆に暖
房のききすぎた屋内へ入った時にもさっと脱げる。
0 おしゃれ度が高い
機能一点張りでは淋しい。身につけるのが楽しくなる
ような小物であってほしい。マフラーになったりフード
になったり，その時の気分で選べるものもあった。
0 活用範囲が広い
夏の冷房対策にもなるとか，和装のときにもぴったり
であるとか。色や素材も，コートやセーターに合わせや
すいものが望ましい。
0 携行しやすい（旅行にも最適）
旅行先には，かさばらなくて保温性の高いものを 1枚
もって出かけたい。バッグの隅に入れて持ち歩けるもの
ならなお良い。
ガーゼストールを試買して使ってみた。 160cm×60cm
のカシミヤ製である。思ったより薄手であったが，充分
暖かいし軽い。ガーゼタイプなのでセーターやコートに
ひ。ったりしてずり落ちてこない。たたむと手のひらに収
まるくらいに小さくなるのでバッグに入れて持ち運べ
る。ひざ掛けとしても使える。薄手なので，春先や夏の
冷房対策にも持ち歩けそうだ。和装にも合うデザインで
ある。どこかに引っ掛けてしまわないかだけが気がかり
試買してみた下着は，八分袖で調温・調湿機能がある である。
なく，商品選択の際の考え方をナビゲートする立場を
とっている。
2.「保温下着」と「あったかJj＼物」
冊子の編集が冬の時期であったため，アイテムの中に
登場したのが「保温下着」と「あったか小物」である。
実際に注目した商品の例を挙げながら，ご紹介したい。
l)「保温下着」
下着は婦人用衣類と並んで，通信販売で利用されるこ
との多いアイテムである。通販カタログの秋・冬号には，
各社とも「保温下着」が数多く紹介されている。体温調
節ができにくくなり，寒く感じがちな高齢者だが，着膨
れせずに快適に過ごせる保温下着はないだろうか。保温
効果に優劣をつけるのは難しく，感じ方の個人差も大き
いと思われるので，次の点に着目してみた。
0 肌への刺激が少ない
敏感肌の高齢者でも気持ち良く着られる素材や織り方
であること。直接肌にあたる生地に「低刺激繊維キトボ
リイ」を使ったもの，ベーハーコントロール機能がある
繊維を使ったものなどがあった。
0 アウターにひびかない
襟ぐりの広さや袖丈，始末のしかたによって，上着の
襟元や袖口から見えたり，もこもこしたりする。同じ下
着でも襟ぐりの広さや袖丈を違えたデザインが用意され
ていること。
0 形に工夫がある
動きやすさ，はだけにくさに配慮がされていること。
ラグラン袖であったり，後ろ身頃の丈を前身頃より長め
にしてある下着もあった。
0 サイズ展開が豊富
大きめのサイズが用意しであること。M・ Lの2展開
くらいではちょっと足りない。特にボトムのサイズ展開
が豊富であって欲しい。
0 保温性について
保温性は，カタログのキャプションを頼りにするしか
ない。ただ，温かさのレベルを自社基準で表示している
ものもあり，参考になる。すべてのカタログに共通の基
準があれば，消費者には大変ありがたいのだが…。
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という下着である。肌触りが良く， 着たときにすぐあた 写真はネックウォーマーという商品である。首の部分
たかさが実感できた。衿や袖の縫製もしっかりしている だけのものと，前後にたれて上半身を覆うタイプのもの
し，胴部分に縫い目がないのでチクチクしない。洗濯後 がある。冬に重ね着をすると，コートの袖口が窮屈にな
も風合いが保たれ，温かさも満足できる。しかし，丈が る上，動きが制限されて危険である。また，かぶりのセー
短めで、人によっては背中が出てしまうだろう。また，襟 ターは着用しにくいという高齢者も少なくないが，これ
ぐりが狭いのは暖かいのだが， アウターは何でもいいと なら楽である。さらに，マフラーだと垂れ下がる部分を
??
?
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写真1ネックウォーマー
何かに百｜っ掛ける危険もあるが，それもない。素材も綿，
シルク，合繊，毛（カシミヤ）などいろいろあり，自分
のニーズに合わせて選べる。サイズがワンサイズなのが
残念である。
北国の高齢者は，冬，どうしても家に引きこもりがち
になる。散歩や買い物が少しでも楽しくなるようなお
しゃれな小物があるとよい。また，関節の冷えを防ぐた
め，ひじ，ひざのサポーターを愛用する高齢者も多いが，
なぜどれも同じような色とデザインなのだろう。若い世
代がアームウォーマーとして見事にファッション化した
ように，高齢者向きにおしゃれなサボーターが出てもい
いのではないか。
町まとめ
返品については，遠隔地であるため，時間もお金もかか
る。
0 北国のための商品を
全国展開の通販カタログには，残念ながら北国の冬の
生活にぴったりの商品が少ない。手袋やマフラーなども，
北海道の冬に充分使える商品が掲載されていない。地元
スーパーや百貨店が，北国に特化した商品を中心に通信
販売を展開していただきたい。
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述べてみたい。 グループTF2「こんな服が欲しかった 介護体験から生
O カタログのありかた まれたオシャレなラクラク機能服」 GU企画出版部
とにかく商品情報は満載なのだが，字が小さくて読み 障害者 ・高齢者衣服研究交流会 「装いは自己表現」
にくい。さらに申し込み用紙に書き写す記号や数字も小 ワコール「ここちよく，うつくしく。グランデイール
さいため，高齢者には大変である。バーコードの読み取 ピュー ル」
り機のようなものが利用できると良い。
また，注文はがきが何種類もあったり，支払い，返品
などの手続きも面倒そうに思えて，高齢者にとっては，
通信販売の利用をためらわせる結果となっている。是非
改善を望みたい。
0 通販会社の所在地から遠いことが多い
カタログをどうやって手に入れたら良いのか，手がか
りが少ないし，その通信販売会社の存在自体を知る方法
がない場合も少なくない。特に町村部では，折り込みチ
ラシや書店で販売しているカタログも，目にする機会が
少ない。
注文はフリーダイヤルを用意している会社もあるが，
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